
足立区建築物の解体工事の事前周知に関する要綱 

 

（目的） 

第１条 この要綱は、足立区内の建築物の解体工事に係る計画の事前周知に関し必要な事項

を定めることにより、地域における健全な生活環境の維持及び良好な近隣関係の保持に資

することを目的とする。 

（用語の定義） 

第２条 この要綱において、次の各号に掲げる用語の定義は、当該各号に定めるところによ

る。 

（１） 解体工事 建築物のうち、建築基準法施行令（昭和２５年政令第３３８号）第１

条第３号に規定する構造耐力上主要な部分の全部又は一部を取り壊す工事をいう。 

（２） 発注者 解体工事に関する請負契約の発注者又は請負契約によらないで自らその

工事をする者をいう。 

（３） 工事業者 解体工事に関する請負契約の受注者及び請負業者によらないで自らそ

の工事を行う者をいう。 

（４） 発注者等 発注者、工事業者及び解体工事を行う建築物の所有者をいう。 

（５） 近隣関係住民 解体工事を行う建築物の敷地境界線から１０メートルの水平距離

の範囲内又は建築物の高さの水平距離の範囲のうち、どちらか広い範囲内の敷地内

にある建築物の所有者及び居住者（建物を賃借し事業を行う者を含む。）をいう。 

（６） 石綿等 吹付け石綿（吹付け工法に使用される石綿含有材料をいう。）及び石綿を

含有する保温材をいう。 

 （適用範囲） 

第３条 この要綱は、建築物の床面積の合計が８０平方メートル以上の解体工事について適

用する。 

（区長の責務） 

第４条 区長は、解体工事が適正に行われるようにするとともに、発注者等に対して必要な

措置を講ずるよう指導を行うものとする。 

（発注者等の責務） 

第５条 発注者等は、近隣関係住民との紛争を未然に防止するため、解体工事の計画及び工

事にあたっては、周辺の生活環境に及ぼす影響に十分配慮するとともに、良好な近隣関係

を損なわないよう努めなければならない。 

２ 発注者等は、関係法令等を遵守するとともに、解体工事の実施により近隣関係住民と紛

争が生じた場合は、主体的に解決に当たらなければならない。 

（石綿等の調査） 

第６条 発注者又は解体工事を行う建築物の所有者は、解体工事を行う建築物に石綿等が使

用されているかどうかを建築物の設計図等の書面調査及び現地調査等により事前に調査し

なければならない。 

２ 発注者又は解体工事を行う建築物の所有者は、前項の規定により調査等をした結果、解

体工事を行う建築物に石綿等が使用されていた場合は、工事業者にその結果を知らせなけ



ればならない。 

（標識の設置等） 

第７条 発注者等は、解体工事を行う建築物が次の各号のいずれかに該当するもの（以下「大

規模建築物等」という。）であるときは、解体工事に着手する日の３０日前までに、その他

のものであるときは、解体工事に着手する日の７日前までに、解体工事のお知らせ（別記

第１号様式。以下「標識」という。）を設置しなければならない。 

 （１） 階数が３以上の建築物（木造のものを除く。） 

 （２） 地階を有する建築物 

 （３） 床面積の合計が５００平方メートル以上の建築物 

２ 標識は、建築敷地の道路に接する部分（当該建築敷地が２以上の道路に接するときは、

それぞれの道路に接する部分）に、地面から標識の下端までの高さがおおむね１メートル

となるよう設置しなければならない。 

３ 発注者等は、風雨等のため容易に破損又は倒壊しない方法で標識を設置するとともに、

記載事項が解体工事の期間中不鮮明とならないように、標識を維持管理しなければならな

い。 

４ 発注者等は、第１項の規定により標識を設置したときは、標識設置後５日以内にその旨

を建築物解体工事事前周知報告書（別記第２号様式）により、区長に報告しなければなら

ない。 

（工事着手前の説明等の実施） 

第８条 発注者等は、大規模建築物等の解体工事を行う場合は、解体工事に着手する日の  

１４日前までに、その他のものであるときは、解体工事に着手する日の７日前までに、近

隣関係住民に対し説明会の開催その他適切な方法（以下「説明会等」という。）により、次

条に規定する事項を説明しなければならない。ただし、足立区中高層建築物等の建築に係

る紛争の予防及び調整条例（昭和５４年足立区条例第７号）第６条の規定に基づく説明の

際、次条の事項を近隣関係住民に説明した場合は、この限りでない。 

２ 発注者等は、前項の規定により説明会等を実施したときは、速やかにその事実及びその

内容を、建築物解体工事事前周知報告書（別記第２号様式）及び別記第３号様式により区

長に報告しなければならない。 

３ 発注者等は、近隣関係住民から説明を求められた場合にあっては、適切な対応に努めな

ければならない。 

（説明事項） 

第９条 前条の規定による説明の内容は、次の各号に掲げる事項その他必要な事項とする。 

（１） 解体建築物等の規模、構造、作業範囲、工期、解体方法、作業時間及び作業方法

等 

（２） 安全対策及び騒音、振動、粉じん等の公害防止対策 

（３） 建築資材、廃材等の搬出経路、工事車両の通行経路 

（４） 石綿等の使用の有無及びその除去方法 

（計画の変更等） 

第１０条 発注者等は、解体工事に係る計画等に変更が生じた場合、速やかに近隣関係住民



に周知しなければならない。 

（報告の徴収） 

第１１条 区長は、標識の設置や説明会等の実施について必要があると認めるときは、発注

者等に対し報告を求めることができる。 

付 則（２１足建建発第２１１６号 区長決定） 

この要綱は、平成２２年７月１日から施行する。ただし、第５条から第１１条までの規定

は、第７条第１項各号の規定に該当する建築物の解体工事にあっては同年７月３０日までに

着手するものに、同項に規定するその他の建築物の解体工事にあっては同月７日までに着手

するものには適用しない。 

付 則（２３足都建発第１８５５号 部長決定） 

この要綱は、平成２３年８月 1日から施行する。 

付 則（３０足都安発第２６２５号 平成３１年１月２１日 都市建設部長決定） 

この要綱は、決定の日から施行する。 



第１号様式（第７条関係） 

 

（Ａ３版以上でお願いします。） 

 

解体工事のお知らせ 
敷 地 の 位 置 足立区 

解体建築物の概要 

高さ           ｍ 階数  地上   /地下 

構造           造 床面積          ㎡ 

事 業 主 

（ 工 事 発 注 者 ）

住 所 

氏 名 

工 事 予 定 期 間   年  月  日 ～     年  月  日   

石 綿 等 の 状 況 

（○等で囲んでください）

有 ・ 無  （    年  月  日調査） 

レベル 1（吹付け材等）・レベル 2（保温材等）・レベル 3（成形板等） 

除去予定      年   月   日 ～      年   月   日 

上記解体工事についてのお問合せは、下記へお願いします。 

住 所  

氏 名  

連 絡 先 電話     （     ） 

標 識 設 置 年 月 日    年   月   日  この標識は、足立区建築物の解体工事の事前
周知に関する要綱第７条第１項の規定により設置したものです。 



第 2 号様式（第 7 条、第 8 条関係） 

 

 

建築物解体工事事前周知報告書  

  年  月  日 

（ 提 出 先 ）  

足 立 区 長 
 

（法人にあっては名称及び代表者の氏名） 

発注者等の氏名                    

住  所                    

電話番号    （   ）           

 
足立区建築物の解体工事の事前周知に関する要綱に基づき、下記のとおり

報告します。 

 

1. 工 事 の 名 称  

2. 所 在 地 足立区 

3. 工 事 期 間   年  月  日 ～    年  月  日 

4. 施 工 者 
住所 

氏名          電話   （   ） 

5. 解体建築物の概要 解 体 床 面 積 ㎡ 構造・階数  

6. 石 綿 の 使 用 状 況 □有    □無  （    年  月  日調査） 
種類等： 

7. 標 識 設 置 年 月 日   年   月   日 

8. 
近 隣 説 明 
（中高層建築物等の

説明） 

説 明 時 期     年  月  日～    年  月  日 

実 施 方 法 □説明会      □個別訪問 

質問・要望等 

回答・対策等 



 

第２号様式（第７条、第８条関係） 

 

標識設置状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

遠景写真 

 
 

 

 

 

 

近景写真 

 
 

（文字が判読できるように撮影してください。） 



 

第３号様式（第８条関係） 

 

説明状況（建物番号は、案内図に表記した番号を記載してください） 

 

建物番号 氏  名 住  所 
説明状況 

月 日 （説明方法等） 質問・要望等 

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     


